
データの加工＞データを抜き出す①

1

①フィルターを挿入する行（今回は3行目）を選択

②「ホーム」タブから「並べ替えとフィルター」を
選択

③「フィルター」を選択

④「▼」のボタンが表示されるので、「都道府県
名」の列のボタンを選択

⑤すべてに☑がついているため、「（すべて選
択）」を選択して☑を外して「京都府」と「合

計」のみを選択

⑥「性別」も⑤と同様に操作し、「計」を選択
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統計で見る京都府のすがた
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データの加工＞データを抜き出す②
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⑦シートを全選択する

⑧「コピー」を選択

⑨シートタブ横の「⊕」を選択

⑩新しいシートが開くので、「A1」セルを
選択し、「貼り付け」

これで必要なデータを抜き出すことができ
ました。
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データの加工＞必要なデータを算出

3統計で見る京都府のすがた

▶任意の列（今回はAA列）で14歳以下人口割合を算出
14歳以下人口の割合＝(0～4歳人口＋5～9歳人口＋10～14歳人口)/総人口
であるため、エクセル上で計算する

①AA4のセルに「=SUM(F4:H4)/E4」と入力し、Enterキーを押す
②再度AA4セルを選択し、右下端にカーソルを合わせる

カーソルが黒の十字になったら、ダブルクリックする

下の行まで数式がコピーできました。

▶ABの列に75歳以上人口割合を算出
③AB4のセルに「=SUM(U4:Z4)/E4」と入力 以下は14歳以下と同様の手順

必要なデータが算出できました。
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人口の規模が異なる
対象を比較するため、
割合を算出

全部0と表示されたら

表示する桁数は数値オ
プションから設定しま
す。ここでは「標準」

としています。



データの加工＞データ整頓①
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新しいシートにデータを整頓する

①C列、AA列、AB列を選択
（Ctrlキーを押しながら列を選択）し「コピー」

②新しいシートに貼付（値の貼り付け）
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※ ①の複数選択コピーでエラーが出る場合は、
1行ずつコピー、貼り付けを行ってください。



データの加工＞データ整頓②

表の見出しを整える

③余分な行を削除してデータのラベル行が1行目になるよ
うにする

④「-」を「全国」「京都府」と修正
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データの加工＞データ整頓②、データの保存

表の見出しを整える

⑤ データの重なりがあるデータを削除
京都市、乙訓郡、久世郡、綴喜郡、相楽郡、船井郡、
与謝郡を行ごとに削除する

⑥ 町村の郡部名（乙訓郡、久世郡、…）を削除する

3列、39行のデータになり、データの整頓ができました。

データを保存する

⑦ 整頓したデータは、上書き保存しておきます。
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データの加工＞CSV形式でのデータの保存①

CSV形式でデータを保存する（上級編で使使用します）

①「Sheet2」のタブ名の上で右クリック

②「移動またはコピー」

③「コピーを作成する」に☑

④ 移動先ブックに「(新しいブック)」を選択し「OK」

新しいファイルに、必要なシートだけ抜き出すことができました。

ここで表示桁数を少なくしている場合は「標準」にしておきます。
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CSV形式のデータ

• データをコンマ（，）で区切って保存するファイル形式。
• 機械判読に適しており、データ分析でよく用いられるファイル形式
• Excelなどの表計算ソフトで開けるが、保存できるのは文字・数値

データのみで、フォーマット情報は含まれない。
• 拡張子は「.csv」。
• 文字コードの設定に注意が必要。文字コードが合っていないと文字

化けが発生することがある。



データの加工＞CSV形式でのデータの保存

CSV形式でデータを保存する(続き)

⑤「ファイル」＞「名前を付けて保存」

⑥ 保存するフォルダを指定（例ではデス
クトップを選択）

⑦ ファイル名を設定
（ここでは「24nsnen.csv」)

⑧ ファイルの種類で「CSV UTF-8(コンマ
区切り)」を選択し「保存」

CSV形式(UTF-8)のデータが保存できました。
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「メモ帳」で開くと
コンマで区切られている
のが確認できます。


